
江藤酸素株式会社
(佐伯営業所)佐伯市東町26番24号　☎22-1890　FAX：22-1900
https://www.etosanso.co.jp/index.html
設立年月：昭和21年10月　資本金：8,000万円
売上高：211億円　従業員数：293人(うち佐伯営業所25人) 

　昭和21年創業の「江藤酸素」
は主に医療用・工業用ガスと、
その関連機器を扱っている会
社。普段あまり意識することのな
いガスですが、実は私たちの暮
らしと密接に結びついています。

「工業用ガスは溶接に使われる
ため、造船、鉄鋼、自動車、家電
などのものづくり企業に欠かせ
ません。医療用ガスは病院、在
宅医療で使用されます。例えば
酸素療法の酸素もガスの一つ
です」。そう教えてくれたのは佐
伯営業所のブロック長リーダー
加藤章文さん。佐伯で誕生した
同社はあらゆる産業を支えなが
ら着実な成長を遂げ、現在は九
州一円※、海外４か国に営業所を
展開しています。

　現在、グループ全体で力を入
れているのが人材育成。定期的
な研修で対話力・人間力の向上
を目指すとともに、国家資格取
得のバックアップ、福利厚生の充
実を行い、次代を担う若手が安
心して成長できる環境を整えて
います。「佐伯営業所は特に若手
が多く、全国で実績を残してい
る剣道部や野球部などの部活動
も盛ん。楽しみながらやりがい
を持って働ける職場です」。地元
に貢献したい、スキルを高めた
い、グローバルに働きたい。佐伯
発祥の地域密着型企業にはたく
さんの“夢”が息づいています。

※熊本、沖縄は除く

あらゆる産業を支える縁の下の力持ち 会社のここが好き

暮らしを支えるやり
が い のある仕事 で
す。いろんな分野、た
くさんの人と関わる
ので営業力、提案力
が鍛えられ、日々成長
を実感できるのも魅
力。若手が多いので、
切磋琢磨しながらが
んばっています。
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若手が活躍する職場

藤原 桃太さん（写真左）

武内 鷹司さん（写真中）

伊東 弘章さん（写真右）

ふじわら　もも た

たけうち　たかし

　い とう　ひろあき

営業

人のチカラと企業のチ
カラで未来へとつなげ

る。

佐伯市発の働く人々を
ご紹介

か とう あきふみ

せっ さ たく　ま

動画はこちら

父の背中を追いかけて、銀行員から漁師へ
　トラフグや桜サーモンなど高級魚の養殖で知られる髙瀬水産。創
業以来、定置網漁も継続して行っており、質の高い天然魚を大分や福
岡に出荷しています。
　「定置網漁では季節ごとに様々な魚が獲れます。今の時期はヒラソ
ウダや、ハマチ、ブリ、トビウオなどが揚がります。どれもうまいです
よ」。真っ黒に日焼けした顔でそう教えてくれたのは３代目の髙瀬温
大さん。今年の春まで福岡で銀行員をしていましたが、結婚を機に
“幼い頃から親しんできた漁師になりたい”と地元・蒲江にUターン。
現在は父・興治さんの指導のもと、漁の技術を学んでいます。

蒲江の魚のおいしさを知ってほしい
　「定置網漁では潮の流れを読み、網を引き上げる時間を決めます。
例えば今日は午前８時でしたが、明日は午前２時。覚えることは山ほ
どありますが、たくさん獲れたときの喜び、おいしかったよという言葉
に励まされています」。一度県外に出たからこそ、地元・蒲江の海の素
晴らしさ、魚のおいしさ、家業である漁師のやりがいを改めて深く感
じたという温大さん。一人前の漁師になるために、そして蒲江の魚の
魅力を多くの人に知ってもらうために、これからも走り続けます。

ヒラソウダ
地方名（スマ、ソウダガツオ）

▲ヒラソウダはタタキがおすすめ。
脂が乗っているのでマヨネーズとの
相性も◎。

▲全国屈指の好漁場・豊後水道は
年間を通じて魚種が豊富。

たか　せ たか　せ こう　じ はる　と

髙瀬 興治さん（左）、髙瀬 温大さん（右）
髙瀬水産有限会社/蒲江西野浦

さん（左）、 さん（右）
髙瀬水産有限会社/蒲江西野浦

大分県では「スマ、ソウダガツオ」
と呼ばれることも多い。平均は
２kg前後で、市場に流通す
るカツオの中では最もポ
ピュラー。夏から秋にかけ
て旬を迎え、特に夏場は脂
が乗っておいしいとされてい
ます。

動画はこちら
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